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はじ め に

　中山間地域は、食料供給の場だけでなく豊かな自然や景観を有し、人々の憩いの場
となると共に、水田は天然のダムとして下流の洪水防止や水源涵養に貢献するなど、
様々な多面的機能を有し、たいへん重要な役割を担っています。この多面的機能は、
中山間地域での農林業を含めた地域の共同活動を通じた人々の営みが継続することに
よって発揮されるものです。 

　県土の約66％を占める中山間地域には、県民の約15％の方々が生活しています。
しかし、近年、過疎化や高齢化の進行による人手不足や野生鳥獣による被害が、農林業
や暮らしに大きな影響を与え、集落機能の低下が懸念されています。
 
　中山間地域等直接支払制度は、そうした条件が不利な中山間地域で農業生産活動等
を継続していただくことを目的に、耕作放棄地の発生防止のための共同活動や担い手
の育成、生産条件の強化などの取組にご活用いただいているところです。 

　本制度は平成12年度から始まり、平成27年度からは「農業の有する多面的機能
の発揮の促進に関する法律」に基づく安定的な制度となりました。この間、県内の
協定面積は、平成12年度の1,087haから令和2年度には2,091haに拡大し、農業者
の皆様に精力的にご活用いただくことを通して、中山間地域の保全と振興に貢献して
きました。 

　本事例集は、中山間地域において、機械・農作業の共同化をはじめ、担い手への
農地集積やスマート農業の導入などに取り組む事例などを紹介するものです。県内
各地で、こうした取組を参考としていただき、更なる活動の発展に繋げていただければ
幸いです。
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